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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

「変化」は楽しむものなのだ 

学年主任 遠藤祐也 

 

 第３回定期試験、おつかれさまでした。土日を２回挟む、長丁場の試験が終わりました。ほっとしている生

徒、修学旅行を励みに頑張ってきた生徒、それぞれだと思います。 

 さて、今回は「変化―変わること」を話題にしたいと思います。みなさんは、「変化」「変わること」に対し

てどのような印象を持ちますか？ 

 そもそも「変わる」というのは「良く変わる」「悪く変わる」どちらもあるのだから、その時々の状況や場

合によって「変わること」に対する印象は違うのではないか、そう考える人もいるでしょう。また、世の中に

は「変わること」に対して異常なほど抵抗を示す人もいます。これまでのやり方が変わることで新しいことを

覚え直したり、「今まで通り」が通用しなくなったりすることに少なからず恐怖を感じるのかもしれません。

たしかに私も職場が変わるときにはこれまでと異なる環境にストレスを感じることもありました。そう考える

と、「変わること」というのは良くないことと捉えられるのでしょうか。 

実際はどうでしょうか。「性格が変わる」「職場が変わる」「友達が変わる」・・・変わることそれ自体に良い

も悪いもないような気がします。ある人から「変わった」対象を眺めた時、「その人にとって」望ましく変わ

ったと判断できれば「良く変わった」ことになるのでしょうし、不都合な状況に変わったのであれば「悪く変

わった」ことになる、それだけのような気がします。要するに特定の誰かの評価軸で「変わること」に良い・

悪い、のラベルが貼られるに過ぎないのです。 

東高に入学して１年７か月。自分自身が変わったと思いますか？身長が伸びたり、体重が増えたりした生

徒、十分変わったじゃないですか。顔つきひとつ取ったって、入学して間もない頃の、中学生のあどけなさが

残る表情から、精悍な顔つきに変わってきています。また、高校で新たな部活動や校外活動に参加し、自分の

ものの見方や考え方が「変わった」生徒も多くいると思います。実際、２年生の中には様々な大会やコンクー

ルで優秀な成績・実績を収めている生徒が大勢いますからね！中学校から高校へと生活環境が変わり、勉強の

内容や一緒に過ごす友人、先生が変わり、変化の真っ只中に身を置く高校２年生。そんな変化を受け入れ、伸

び伸びと日々の生活を送る君たちを私はとても頼もしく、また誇らしく見ています。もちろん、変化していっ

たり、その変化を受け入れたりする過程にはそれなりの苦労がついてまわりますが、そういった苦労がまた

「変化（特によい変化）」には欠かせないのです。 

 ところで、あと２週間ほどで修学旅行ですね。旅の楽しさは日常の生活から離れ、風土や文化が「変わる」

ところにあります。山梨では見られない風景や、言葉、食事など、日常からの「変化」を大いに楽しみましょ

う。一方、３泊４日とはいえ、普段いる家族とは異なる人々と寝食を共にし、「いつも通り」が通用しない不

自由を味わうかもしれません。でもその「不自由・変化」こそが旅の醍醐味

です。寝食を共にするからこそ、普段の学校生活では見られない友達や先生

の意外な一面を目の当たりにするかもしれません。不自由さも含め、日常か

らの「変化」を満喫しましょう。 

 頭も物腰も柔らかい十代のうちに、いろいろな「変化」を受け入れ、「変わ

ること」を楽しむ、こういう視点を大切にしたいものです。 

と、まあ、まずは修学旅行での「変化」を一緒に楽しみましょう！ 



 

Take it if you see it. 

 

２組副担任 仲沢里佳 

 この学年通信が配布されるのは１１月２７日。修学旅行まであと２週間を切った頃ですね。皆さんの中には初

めての飛行機での旅に、ドキドキしている人もいるのではないでしょうか。私は友達とくだらないことを話し

ていたら３０分くらいで沖縄まで着いた記憶があります。私がドキドキした飛行機での旅といえば、カナダま

での２０時間（乗り継ぎ時間込み）のフライトでした。 

 知っている人もいるかと思いますが、私は去年の大学卒業時から今年の３月までの１年間、カナダのトロント

へ留学に行っていました。大学生の間にアメリカとイギリスへ短期留学に行ったことはあったのですが、語学

力が期待するほど伸びず、次は自分でお金を貯めて長期留学に行こうと考えていました。しかし、周りが社会

に出て働きだす中で１年遅れてしまうこと、婚期が遅れてしまうことへの不安などから中々一歩を踏み出せな

いでいた時に観ていたドラマでの一言に思い起こされました。「チャンスの女神は前髪しかない」。英語で表す

と「Take it if you see it.」「Seize the fortune by the forelock.」などの言い方があると思いま

す。留学へ行こうと動き出したこの日から出国の日までは本当に「あっ」という間でした。きっと修学旅行まで

の２週間も同じように過ぎてしまうと思うので、早めから準備をしていきましょうというのがお伝えしたいこ

との１つです。さて、日本を発つ日、家族が見送りに来てくれたものの人生最大の一人旅に不安な気持ちしか

ありませんでした。何百人も乗っているのに墜落しないかな、入国の際に英語をうまく話せず別室に連れてい

かれないかなど考え出せばきりがありませんでした。しかし、そのような不安な気持ちも飛行機に乗ってすぐ

に消えてしまいました。飛行機が離陸して上空に向かって飛んでいる最中に、無事に出発できた安堵からかす

ぐに寝てしまったからです。友達からは能天気だよねとよく言われます。飛行機も無事に着陸し、入国審査で

別室に連れていかれることもなく、カナダでの１年間の留学生活が始まりました。英語で伝えたいことがうま

く伝えられず、相手の言っていることも聞き取れず最初は挫折ばかりでしたが、英語力を伸ばせる環境にいる

のだからそのチャンスを逃さないよう積極的に行動した結果が今につながっていると実感しています。１年間

を過ごす中で、様々な国の友達もできました。韓国人の友達とケベックへ旅行したり、メキシコ人の友達に会

いにメキシコを訪れたり、何度も飛行機に乗る機会がありましたがもう最初の頃のドキドキはありません。飛

行機のドキドキを克服でき、異文化に触れることで見識を深められたそんな人生最高の一人旅でした。 

 こうしてカナダへと旅立った日のことを振り返ると、もう１年半も前のことなんだなと年々時間が過ぎるの

が早くなっているように感じます。修学旅行までもですが、残りの高校生活も「あっ」と言っている間に過ぎて

しまうと思います。皆さんもやりたいことに向かう際、チャンスがあったら全力で掴んでみてください。やらな

い後悔よりやる後悔！ 

1２月の主な行事予定 

   １２月 １日（金） 教育相談 

      ２日（土） 土曜講座 

６日（水） ▲カセット 

８日（金） ①修学旅行荷物搬入 ⑤修学旅行団結式 ⑥カット 

１０日（日）修 学 旅 行（～１３日（水））  

１４日（木） ２年休業日 

     ２０日（水） ▼カセット     

２１日（木）  ⑦カット 

２２日（金） ①～③授業 大掃除 納め式／全校集会 学年集会 

２５日（月） 冬季休業（～４日（木）） 

 


